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平　日（月～金） 
土・日 
祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します） 

営業時間 

AM10：00～PM7：00 
AM10：00～PM5：00

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591 
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号  
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階 

ご連絡先 

ろうきん  ローンセンターおおいた 
昭和通り 

国道10号 

ジャングル公園 

大分市役所 

大分郵便局

トキハ 
ソレイユ 

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅 

大
道
陸
橋 

ローンセンターは 
3Fです!!

ろ
う
き
ん 

統
一
テ
ー
マ 

1
期 

間 

2
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト 

3対 

象 

者 

新 

商 

品 

特
別
金
利
住
宅
ロ
ー
ン 

ご
利
用
特
典 

　
二
〇
〇
六
年
度
年
末
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
会
員
・
推
進
機
構
を
基
軸

と
し
た
「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」

の
継
続
・
強
化
を
図
り
、
会
員
・

間
接
構
成
員
の
役
に
立
つ
『
ろ
う

き
ん
』
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、

よ
り
多
く
の
間
接
構
成
員
を
巻
き

込
ん
だ
参
加
型
の
運
動
と
し
て
以

下
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。 

  

　
九
州
ろ
う
き
ん
役
立
ち
宣
言 

  

　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
一
日（
水
）

〜
十
二
月
三
十
日（
土
）ま
で 

  

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
以
下

の
対
象
と
な
る
お
取
引
を
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
一
、〇
〇

〇
名
様
に
一
、〇
〇
〇
円
分
の
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。 

  

●
融
資
商
品 

し
あ
わ
せ
安
心
プ
ラ
ン
・
Ｅ
ｐ
ｉ

カ
ー
ド
・
マ
イ
プ
ラ
ン
・
無
担
保

ロ
ー
ン
の
い
ず
れ
か
を
新
規
ご
契

約
の
方 

●
預
金
商
品 

定
期
性
預
金
（
財
形
・
定
期
・
エ
ー

ス
・
積
立
定
期
）
に
総
額
十
万
円

以
上
の
新
規
ご
契
約
ま
た
は
ご
入

金
い
た
だ
い
た
方
、
も
し
く
は
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
預
金
」
に
新

規
ご
契
約
ま
た
は
ご
入
金
い
た
だ

い
た
方 

※
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  

　
九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
二
〇
〇

六
年
十
月
十
日
よ
り
、
以
下
の
住

宅
ロ
ー
ン
新
商
品
の
取
扱
を
開
始

し
ま
し
た
。
併
せ
て
特
別
金
利
も

設
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
は
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

●
全
期
間
固
定
金
利
型 

　
返
済
期
間
ご
と
（
15
年
以
内
・

20
年
以
内
・
25
年
以
内
）
に
金
利

を
設
定
し
て
お
り
、
最
長
25
年
間

返
済
終
了
ま
で
金
利
が
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

●
上
限
金
利
設
定
型
（
変
動
金
利

タ
イ
プ
） 

　
変
動
金
利
タ
イ
プ
の
住
宅
ロ
ー

ン
で
、
年
２
回
金
利
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
が
、
特
約
期
間
中
（
当

初
十
年
間
）
は
あ
ら
か
じ
め
設
定

し
た
上
限
金
利
を
超
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

●
フ
ラ
ッ
ト
35
セ
ッ
ト
型 

　
住
宅
金
融
公
庫
の
「
フ
ラ
ッ
ト

35
」
に
労
金
住
宅
ロ
ー
ン
（
固
定

金
利
選
択
型
ま
た
は
上
限
金
利
設

定
型
）
を
組
み
合
わ
せ
て
お
借
り

入
れ
い
た
だ
け
ま
す
。 

   

①
新
規
の
お
申
込
み
は
、
融
資
事

務
手
数
料
が
無
料
で
す
。 

②
団
体
信
用
生
命
保
険
付
（
掛
金

は
ろ
う
き
ん
負
担
）
で
す
。 

③
無
担
保
ロ
ー
ン
ご
利
用
時
の
金

利
優
遇
幅
が
２
倍
（
最
大
マ
イ
ナ

ス
0.6
％
）
に
な
り
ま
す
。 

④
エ
コ
住
宅
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住

宅
な
ら
、
当
初
特
約
期
間
は
住
宅

ロ
ー
ン
適
用
金
利
よ
り
、
0.1
％
金

利
を
優
遇
い
た
し
ま
す
。 

⑤
特
約
期
間
終
了
後
の
再
特
約
時

に
は
固
定
金
利
選
択
型
通
常
金
利

よ
り
、
再
特
約
ご
と
に
ず
っ
と
0.4

％
金
利
を
優
遇
い
た
し
ま
す
。（
全

期
間
固
定
金
利
型
は
対
象
外
で
す
。） 

記
載
内
容
に
は
ご
利
用
条
件
等
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
近
く

の
ろ
う
き
ん
ま
た
は
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
例
年
行
っ
て
い
ま
す
「
労
働
者

福
祉
意
見
交
換
会
」
を
９
月
29
日

11
時
か
ら
、
大
分
県
商
工
労
働
部

（
角
野
部
長
以
下
４
名
）
と
県
労

福
協
三
役
を
中
心
と
し
た
６
名
と

の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
会
は
、
角
野
部
長
と

嶋
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て

出
席
者
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、
嶋

　
会
長
か
ら
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
で
の
自

主
福
祉
活
動
と
し
て
計
画
し
た
い
、

窓
口
を
商
工
労
働
部
と
し
て
県
の

指
導
を
要
請
、
馬
場
事
務
局
長
か

ら
は
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
。 

　
県
民
共
済
会
・
亀
山
哲
理
事
長
、

県
生
協
連
・
足
立
勇
一
会
長
、
九

州
労
金
・
南
征
一
郎
大
分
県
本
部

長
か
ら
は
事
業
に
関
連
し
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
角
野
部
長
は
「
勤
労
者
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
壮
大
な
計
画
で
あ
り
、

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
県
と

し
て
対
応
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
」
と
話
さ
れ
、
事
業

団
体
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
担

当
課
で
の
対
応
、
調
査
協
議
を
行

う
こ
と
で
意
見
交
換
会
を
終
了
し

ま
し
た
。 

              

  

　
県
労
福
協
は
、
労
働
者
福
祉
に

関
わ
る
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け

た
要
請
を
、
９
月
29
日
11
時
か
ら

「
労
働
者
福
祉
意
見
交
換
会
」
の

前
段
に
県
庁
会
議
室
で
行
い
ま
し

た
。 

　
こ
の
要
請
行
動
は
、
県
労
福
協

三
役
を
中
心
に
６
名
で
対
応
し
、

嶋
　
会
長
が
要
請
書
を
手
交
、
そ

し
て
馬
場
事
務
局
長
よ
り
要
請
趣

旨
の
説
明
と
11
月
末
ま
で
に
文
書

に
よ
る
回
答
を
求
め
ま
し
た
。 

　
県
側
は
商
工
労
働
部
長
・
労
政

能
力
開
発
課
長
・
参
事
・
担
当
の

４
名
で
対
応
さ
れ
、
角
野
部
長
か

ら
は
「
11
月
中
に
関
係
各
部
の
回

答
を
取
り
ま
と
め
文
書
で
回
答
す

る
」
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
要
請
内
容
の
主
な
も
の
は
「
お

お
い
た
労
福
協
第
70
号
」（
９
月

１
日
発
行
）
に
て
紹
介
を
し
て
い

ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

    

●
日
　
時 

　
11
月
14
日（
火
） 

　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分 

●
場
　
所 

　
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
７
Ｆ 

　
「
カ
ト
レ
ア
」 

●
日
程
概
要 

・
基
調
講
演 

　
演
題
「
医
療
制
度
改
革
」
に
つ

　
い
て 

　
大
分
県
福
祉
保
健
部
国
保
室 

　
医
療
・
老
人
保
健
班 榎

本 

孝
氏 

・
活
動
報
告 

・
テ
ー
マ 

　
全
労
済
大
分
県
本
部
の
現
状
と

　
課
題 

・
報
告
者 

　
全
労
済
大
分
県
本
部 

専
務
　
川
辺 

修
氏 
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①  

子
供
運
転
　 

②  

育
児 

＝
敬
称
略
＝ 

福
本
　
香
織（
大
分
市
） 

前
田
　
江
美（
佐
伯
市
） 

川
津
　
智
子（
日
田
市
） 

小
仲
　
亜
起（
大
分
市
） 

中
嶋
　
美
穂（
日
田
市
） 

機
関
紙
70
号
の
第
27
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

倉
富
美
千
代（
日
田
市
） 

穂
積
　
由
香（
佐
伯
市
） 

井
上
ト
シ
子（
大
分
市
） 

久
野
　
静
枝（
国
東
市
） 

河
野
　
健
造（
大
分
市
） 

ネット 

成  績 

71,0 

71,8 

71,8 

71,8 

72,0 

72,2 

72,8 

73,6 

73,8 

73,8

HDCP

12,0 

13,2 

25,2 

25,2 

18,0 

16,8 

13,2 

20,4 

7,2 

19,2

グロス 

83 

85 

97 

97 

90 

89 

86 

94 

81 

93

イン 

42 

42 

50 

55 

49 

43 

43 

50 

44 

48

アウト 

41 

43 

47 

42 

41 

46 

43 

44 

37 

45

順　位 

優　勝 

準優勝 

３　位 

４　位 

５　位 

６　位 

７　位 

８　位 

９　位 

10  位 

競技者名 

ネットの部 

グロス 

76 

79 

80

イン 

39 

37 

40

アウト 

37 

42 

40

順　位 

１　位 

２　位 

３　位 

競技者名 

形岡　深志 

佐保　孝治 

三浦　　寛 

成  績 グロスの部 

　
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
15
日（
日
）、
県
労
福

協
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
第
10
回
役
職
員
交

流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
大
分
市
の
「
富

士
見
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
県
下
各
地

か
ら
67
名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
初
心
者
・
ベ
テ
ラ
ン
あ
り
と
珍
プ
レ
ー

と
ハ
イ
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
ホ
ー
ル

で
披
露
さ
れ
親
睦
・
交
流
の
所
期
の
目
的
を
達
成

す
る
中
で
、
熾
烈
な
闘
い
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一

日
で
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ン
パ
金
４
８
、

０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
に
「
大
分

合
同
福
祉
事
業
団
」
に
10
月
18
日
に
寄
付
い
た
し

ま
し
た
。 

県労福協が大分県・大分県労政協会とともに共催しています「第50回
労美展」が「半世紀経ちて新し 労美展」のキャッチフレーズで下記要
領によって開催されます。多くの方の応募をお願いします。 

毎
号
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ご
紹
介
し
ま
す
、
今
後
と
も

多
く
の
読
者
の
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
編
集
部 

 

・
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま

　
す
、
チ
ョ
ッ
ト
し
た
占
い
が
掲

　
載
さ
れ
る
と
楽
し
い
か
も
。 

佐
伯
市
（
女
性
） 

・
い
つ
も
知
ら
な
い
事
業
が
載
っ

　
て
い
て
た
め
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
ク
イ
ズ
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い

　
ま
す
。
　
　
日
田
市
（
女
性
） 

・
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
色
々
の

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
、

　
機
関
紙
を
拝
見
し
、
活
動
内
容

　
が
多
い
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

　
た
。
　
　
　
国
東
市
（
女
性
） 

・
大
変
勉
強
に
な
る
「
労
福
協
」

　
毎
回
隅
ま
で
読
む
よ
う
に
し
て

　
い
ま
す
、
今
後
と
も
末
長
く
よ

　
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

大
分
市
（
女
性
） 

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

形岡さん　  嶋　会長　  舛友さん 形岡さん　  嶋　会長　  舛友さん 

舛友　俊一 

三苫　康彦 

大内　和昭 

後藤　和敏 

園田　英雄 

柴田　武文 

深井　圭二 

加藤　憲二 

日野　正美 

山　　　進 

2007年2月28日（水）～３月４日（日） 

大分県立芸術会館 

絵画、書道、写真、彫刻、工芸、デザイン、イラスト 

2007年1月15日（月）～2月14日（水） 

開催日時 

開催場所 

部　　門 

出品申込 

　
独
立
行
政
法
人
「
国
際
協
力
機

構
」
の
招
き
で
来
日
し
て
い
る
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
医
療
関
係
者
の

中
か
ら
２
名
の
看
護
師
が
９
月
末

に
来
院
し
ま
し
た
。 

　
目
的
は
、
日
本
に
お
け
る
医
療
・

保
健
・
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
学
び
、

そ
の
中
で
看
護
職
の
役
割
を
理
解

し
て
、
自
国
で
の
医
療
・
看
護
の

改
善
に
生
か
そ
う
と
い
う
も
の
で

約
４
か
月
間
、
日
本
で
の
研
修
を

受
け
ま
す
。 

　
大
分
で
は
県
立
看
護
科
学
大
学

で
約
１
ヶ
月
の
研
修
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
１
日
が
大
分
協
和
病
院

で
行
わ
れ
て
い
る
難
病
医
療
に
つ

い
て
の
研
修
に
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
難
病
患
者
さ
ん
の
在

宅
医
療
の
実
態
を
学
ぶ
た
め
に
訪

問
看
護
に
同
行
し
て
、
看
護
技
術

の
研
修
や
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
病
院
で
は
病
棟
に
お
け
る
看
護

を
視
察
し
て
、
夕
刻
か
ら
は
病
院

職
員
と
の
意
見
交
換
会
が
も
た
れ

ま
し
た
。 

　
職
員
か
ら
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
医
療
保
険
制
度
や
看
護
師
の

免
許
制
度
の
こ
と
、
在
宅
医
療
の

様
子
や
家
族
構
成
の
こ
と
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
医
療
費
は
全
額
国
費
な
の
で

負
担
が
無
い
と
い
う
答
え
に
は
出

席
者
か
ら
溜
め
息
が
漏
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
今
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
の

改
定
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

が
見
直
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
率
直
に
感
じ
て
い
る

現
状
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
ず
、
介
護
認
定
の
更
新
時
に

利
用
者
の
要
介
護
度
が
そ
れ
ま
で

よ
り
も
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
要

支
援
や
要
介
護
度
１
と
い
っ
た
方

が
新
し
い
制
度
の
要
支
援
１
や
要

支
援
２
に
認
定
さ
れ
、
予
防
給
付

の
対
象
に
回
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
予
防
給
付
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
回
数
の
制
限
が
加
え
ら
れ
る

な
ど
、
生
活
面
で
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
改
定
前
の
要

支
援
の
場
合
は
６
１
、５
０
０
円

の
限
度
額
の
範
囲
で
利
用
で
き
て

い
ま
し
た
が
、
要
支
援
１
に
な
る

と
４
９
、７
０
０
円
と
な
り
、
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
は
原
則
週
１
回
ま

で
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
利
用
者
の
反
応
は
仕
方
な
い
と

い
う
あ
き
ら
め
が
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
不
安
を
抱

え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
ヘ
ル
パ
ー
の
一
人
は
「
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
一
つ
は
、
わ
ず
か
な
も

の
で
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
た
。

給
付
額
を
切
り
下
げ
る
だ
け
で
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
ま
で
制
限

す
る
の
は
生
活
者
と
し
て
の
視
点

が
欠
け
て
い
る
。
保
険
制
度
の
観

点
か
ら
も
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　前号の紙面で、医療制度改革の論議の中に出てくる「混
合診療」とはどういうことなのかについて説明しました。 
　私たちはこの混合診療に基本的に反対しています。今
回はその理由について簡単に触れます。 
　差額ベッドのように混合診療の幅を広げれば保険外の
診療が含まれていても全額が自己負担にならないので、
その方が便利ではないかという意見があります。これは
一見良さそうに見えますが、そこには次のような重大な
問題が隠されています。 

（１）政府は、財政難を理由に、健康保険で受けられる
診療などの範囲を見直そうとしています。混合診療を認
めることによって、現在健康保険で受けられる治療まで
も「保険外」として保険で受けられる診療の範囲を制限
する可能性があります。 

（２）混合診療が導入された場合、健康保険外の診療の
費用は全額が患者さんの負担で、お金が有るか無いかで
治療の内容が違うことになり、そこに不公平が生じます。 

（３）医療は、患者さんの健康や命という最も大切な財
産を扱うものです。「保険外」として取り扱われる診療
の内容によっては、お金が無いためにその治療が受けら
れずに病気の悪化などを招き、命にかかわることになり
ます。 

　このように混合診療の背景には、大きな問題が潜んで
います。 

　
米
ス
ク
リ
プ
ス
と
大
阪
市
立
大

の
チ
ー
ム
は
、
食
欲
促
進
や
脂
肪

蓄
積
な
ど
の
働
き
が
あ
る
「
グ
レ

リ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
、
ラ
ッ
ト

に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
体
重
増
加

が
ワ
ク
チ
ン
な
し
の
　
　
以
下
と

な
り
、
脂
肪
の
蓄
積
も
少
な
か
っ

た
と
報
告
し
た
。 

　
人
間
に
同
様
の
効
果
と
安
全
性

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
近
い
将
来
、「
や

せ
る
ワ
ク
チ
ン
」
の
出
現
が
期
待

さ
れ
る
。 

1 
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生
協
連
合
会
役
員
と
県
議
会
各

会
派
代
表
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

９
月
14
日（
木
）大
分
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
16
回
目
の
こ
の
懇
談
会
は
、
県

下
に
大
き
く
前
進
し
て
い
る
生
協

（
42
万
の
組
合
員
）
の
活
動
を
見

て
頂
き
、
生
協
運
動
へ
の
理
解
と

支
持
・
協
力
を
得
る
た
め
、
ま
た
、

生
協
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
聞

く
た
め
に
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

県
議
会
各
会
派
に
呼
び
か
け
で
開

催
し
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
県
議
会
開
催
中
に
関
わ

ら
ず
各
議
員
の
皆
様
は
大
変
お
忙

し
い
中
、
和
田
議
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
自
由
民
主
党
、
社
会
県
民
ク

ラ
ブ
、
県
政
ク
ラ
ブ
、
新
政
み
ら

い
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
、
全

会
派
よ
り
13
名
の
議
員
の
皆
様
の

ご
出
席
い
た
だ
き
、
生
協
連
は
足

立
会
長
は
じ
め
県
連
役
員
13
名
、

コ
ー
プ
お
お
い
た
・
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
お
お
い
た
よ
り
７
名
が
参
加
し
、

貴
重
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
る

中
に
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
懇
談
会
は
先
ず
、
生
協
連
の
足

立
会
長
よ
り
和
田
議
員
を
は
じ
め

各
議
員
さ
ん
へ
懇
談
会
出
席
の
御

礼
を
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
て
、
今

日
の
生
協
活
動
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
県
下
12
生
協
は
、

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
経
済

活
動
、
環
境
問
題
を
含
む
社
会
的

責
任
・
役
割
等
々
の
生
協
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
食
の
安
全
・
安
心
問
題
、

消
費
者
政
策
な
ど
、
食
と
消
費
者

の
権
利
を
守
る
運
動
、
消
費
者
団

体
訴
訟
制
度
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

生
協
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
生
協
が
各
界
、
県
民
の

皆
様
に
支
持
・
共
感
を
得
る
た
め

の
今
後
の
活
動
に
対
し
、
ご
協
力

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

　
次
い
で
、
出
席
議
員
を
代
表
し

て
和
田
議
長
さ
ん
よ
り
、
今
日
の

よ
う
に
大
き
く
な
っ
た
生
協
の
役

割
、
責
任
は
重
く
、
県
民
生
活
の

安
定
と
文
化
の
向
上
に
つ
と
め
る

た
め
に
幅
広
い
活
動
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
、

県
民
生
活
の
向
上
、
食
品
の
表
示

や
残
留
農
薬
な
ど
の
食
の
安
全
・

安
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
生

協
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
議
会

と
し
て
も
県
民
福
祉
の
向
上
と
い

う
意
味
で
は
生
協
と
同
じ
考
え
で

あ
る
。 

　
県
議
会
は
、
こ
う
し
た
食
の
安

全
等
に
県
民
の
期
待
に
応
え
る
活

動
を
す
す
め
る
と
の
力
強
い
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
生
協

と
各
議
員
よ
り
自
己
紹
介
を
い
た

だ
い
て
、
意
見
交
換
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
「
生
協
県
連
の
活
動
概
要
」

を
太
田
専
務
よ
り
報
告
、
コ
ー
プ

お
お
い
た
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お

お
い
た
か
ら
「
安
全
安
心
の
食
品

づ
く
り
、
助
け
合
い
活
動
、
子
育

て
、
環
境
・
福
祉
活
動
、
環
境
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
び
ん
利

用
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
問
題
等
」
の
報
告
が
あ

り
、
食
事
を
し
な
が
ら
話
し
合
い

が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
を
通
じ
、
生
協
に

対
し
て
の
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
の
確
信
を
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
万
歳
三
唱
が
あ
り
、
次
年

度
も
再
会
し
多
い
に
懇
談
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
と
相
互
に
確
認

を
し
て
、
懇
談
会
を
終
了
し
ま
し

た
。 

 

　
９
月
６
日（
水
）「
２
０
０
７
年
度

大
分
県
予
算
編
成
並
び
に
行
政
執

行
に
関
す
る
要
望
」
を
、
県
の
生

活
環
境
部
長
室
で
行
な
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
要
請
活
動
は
毎
年
会
員
生

協
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
要
望
は
、
①

生
活
共
同
組
合
へ
の
支
援
策
の
強

化
、
②
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強

化
、
③
食
品
の
安
全
・
安
心
の
推

進
、
④
介
護
・
福
祉
施
策
の
強
化
、

⑤
医
療
制
度
の
改
善
、
⑥
介
護
・

福
祉
施
策
の
強
化
、
⑦
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
の
調
査
の
７
テ
ー
マ

で
す
。 

　
当
日
は
、
県
生
活
環
境
部
よ
り

宇
都
宮
鉄
男
審
議
監
含
め
４
名
、

生
協
県
連
は
、
足
立
会
長
含
め
12

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
は
、

安
見
参
事
が
司
会
者
と
な
り
、
県

生
協
連
よ
り
足
立
会
長
よ
り
あ
い

さ
つ
、
県
よ
り
宇
都
宮
審
議
監
よ

り
「
生
協
連
の
活
動
は
県
行
政
と

関
心
や
課
題
は
近
く
、
消
費
者
問

題
や
食
の
安
全
・
安
心
問
題
、
災

害
協
定
、
福
祉
や
介
護
に
努
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
」
旨

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
県
、
生
協

連
双
方
よ
り
出
席
者
の
自
己
紹
介

が
あ
っ
た
後
、
足
立
会
長
よ
り
宇

都
宮
審
議
監
に
「
要
望
書
」
を
手

渡
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
太
田
専

務
と
関
係
す
る
生
協
の
専
務
よ
り

各
テ
ー
マ
ご
と
に
詳
し
く
説
明
を

行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
要
望
は
、
消
費
者
団
体

訴
訟
制
度
の
発
足
に
伴
う
体
制
づ

く
り
、
災
害
時
の
緊
急
生
活
物
資

協
定
の
締
結
後
の
取
り
組
み
、
医

療
や
介
護
・
福
祉
、
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
の
調
査
な
ど
重
点
を
絞
っ

て
要
望
し
、
11
月
末
ま
で
に
回
答

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
そ

の
中
で
、
県
連
の
要
望
に
つ
い
て
、

部
独
自
の
各
部
に
関
連
す
る
事
項

が
あ
る
の
で
、
各
部
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
回
答
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。 

10月１日付 

氏　名 

小野　好夫 

園田　英雄 

旧　所　属 新　所　属 

管 理 部 長  

事 業 推 進 部 長  
兼介護サービスセンター所長 管 理 部 長  

事 業 推 進 部 長  
兼介護サービスセンター所長 

　
10
月
５
日
、
理
事
16
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
６
年
度
の
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
前
回
理
事
会
以
降
の
主
な
会
議

開
催
状
況
報
告
②
２
０
０
６
年
台

風
13
号
の
災
害
状
況
③
２
０
０
６

年
10
月
１
日
付
人
事
異
動
④
事
業

（
共
済
・
介
護
）
の
進
捗
状
況
⑤

本
部
広
域
労
組
扱
い
団
体
へ
の
未

払
い
手
数
料
の
支
払
い
⑥（
財
）大

分
県
勤
労
者
県
民
共
済
会
か
ら
の

申
し
入
れ
に
対
す
る
対
応
⑦
生
協

法
の
改
正
に
つ
い
て
の
報
告
を
行

い
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

　
協
議
事
項
で
は
、
①
会
議
旅
費

規
程
の
改
定
②
当
面
の
推
進
活
動

計
画
（
共
済
・
介
護
）
③
労
働
者

共
済
事
業
発
足
50
周
年
に
向
け
た

取
り
組
み
④
そ
の
他
に
つ
い
て
の

提
案
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
内
異
動 
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県
民
共
済
会
は
、
二
〇
〇
六
年

十
月
十
九
日
に
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

に
て
二
〇
〇
六
年
度
第
二
回
理
事

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
今
理
事
会
で
の
重
点
議
案
は
以

下
の
二
案
で
、
審
議
の
結
果
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
組
織
検
討
委
員
会
の 

設
置
に
つ
い
て 

　
二
〇
〇
六
年
四
月
よ
り
施
行
さ

れ
た
「
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

特
定
の
者
を
相
手
方
と
し
て
い
た

「
根
拠
法
の
な
い
共
済
」
も
業
法

の
範
疇
と
す
る
こ
と
と
し
、
保
険
・

共
済
の
事
業
を
行
う
に
は
、
一
部

の
例
外
を
除
い
て
保
険
業
ま
た
は

小
額
短
期
事
業
の
資
格
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。 

　
新
設
さ
れ
た
「
小
額
短
期
保
険

業
者
」
と
は
、
取
り
扱
う
商
品
（
医

療
共
済
）
の
共
済
金
を
年
間
八
十

万
円
、
契
約
期
間
を
一
年
間
と
す

る
よ
う
な
上
限
を
設
け
た
制
度
で

す
。 

　
ま
た
、
一
方
、
こ
の
間
行
政
の

補
助
金
縮
減
と
天
下
り
の
排
除
等

を
目
的
に
検
討
さ
れ
て
き
た
「
公

益
法
人
改
革
」
に
関
す
る
三
法
案

が
二
〇
〇
六
年
五
月
国
会
で
可
決

成
立
し
、
二
〇
〇
八
年
二
月
よ
り

施
行
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
法
案
は
公
益
法
人
を
登
記

に
よ
り
簡
便
に
設
立
で
き
る
一
般

公
益
法
人
と
、
行
政
庁
の
認
定
が

必
要
な
認
定
公
益
法
人
に
区
分
す

る
こ
と
と
な
り
、
既
存
の
公
益
法

人
に
つ
い
て
は
施
行
後
５
年
の
間

に
ど
ち
ら
か
の
選
択
を
し
、
登
記

を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
よ
っ
て
、
今
後
の
財
団
法
人
大

分
県
勤
労
県
民
共
済
会
の
進
む
べ

き
道
に
つ
い
て
「
県
民
共
済
会
組

織
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◆「
団
体
医
療
扶
助
共
済
」 

制
度
充
実
事
業
に
つ
い
て 

　
県
民
共
済
会
の
基
幹
共
済
で
あ

る
団
体
医
療
扶
助
共
済
の
今
後
一

層
の
加
入
促
進
を
図
る
た
め
、
本

年
度
、
左
記
の
事
業
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
実
施
時
期
お
よ

び
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
協
力

団
体
を
通
じ
て
、
別
途
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。 

団体の一律加入口数によりますが、家族を含め最高100口まで加入できます。 

  

　
２
０
０
６
年
10
月
５
日（
木
）宮

崎
市
…
青
島
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
２
０
０
６
年
度
第

２
回
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
協
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次

の
通
り
で
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

　
大
分
市
水
道
局
よ
り
、
ゆ
め
が

丘
残
用
地
の
土
地
に
つ
い
て
、
今

回
防
災
上
の
取
組
か
ら
自
家
発
電

施
設
用
地
と
し
て
の
買
収
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
市
街
化
調
整
区
域

で
許
可
を
得
な
け
れ
ば
建
築
で
き

な
い
区
域
、
ま
た
大
分
市
と
し
て

災
害
時
の
市
民
の
水
道
水
確
保
等

の
必
要
性
か
ら
総
合
生
協
と
し
て

も
協
力
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

   

　
旧
県
北
支
所
は
、
九
州
労
金
中

津
支
店
に
接
し
て
建
設
し
、
用
地

に
つ
い
て
は
九
州
労
金
と
共
有
登

記
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
所
解

体
後
の
現
在
は
、
九
州
労
金
の
駐

車
場
と
し
て
無
償
貸
与
し
て
い
ま

す
。
九
州
労
金
か
ら
購
入
の
方
向

で
検
討
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
で
、

条
件
等
が
整
え
ば
売
却
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。 

 

  

住
宅
事
業
の 

当
面
の
活
動
計
画
に
つ
い
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11
月
に
は
注
文
住
宅
が
、
２
戸

完
成
し
ま
す
の
で
、
完
成
見
学
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 
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０
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６
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の
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に
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に
お
け
る
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Ｒ
券
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
等
を
セ
ッ

ト
し
た
も
の
に
限
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
単
独
で
の

受
注
（
配
達
）
を
開
始
い
た
し
ま

す
。
お
申
込
み
の
期
限
に
つ
い
て

は
、
お
申
込
み
か
ら
回
答
ま
で
の

所
要
時
間
、
受
け
渡
し
、
配
達
等

の
関
係
か
ら
、
原
則
と
し
て
ご
出

発
の
７
日
前
ま
で
と
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せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 
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店
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店
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装
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プ
お
お
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た
ふ
ら
い
る
店

が
、
11
月
１
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か
ら
11
月
21
日
ま

で
の
予
定
で
全
面
改
装
と
な
り
ま

す
。
旅
行
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も

１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
は
、
店

頭
営
業
は
休
業
状
態
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
間
に
つ
い
て
は
総
合

生
協
本
館
１
Ｆ（
大
分
市
中
央
町
４
ー

１
ー
32
）に
て
電
話
対
応
を
中
心
と

し
た
仮
営
業
と
い
た
し
ま
す
。 

ゆ
め
が
丘
団
地
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残
用
地
に
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業
活
動
に
つ
い
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行
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当
面
の
活
動
計
画
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支
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第
２
回
理
事
会
開
催 

2006 
年度 

〒870-0035 大分市中央町4-1-32 総合生協会館1階 

E-mail：ikenaga@sogoseikyo.jp

お問い合わせは 

TEL097-513-6006 FAX097-538-2456

建築士・福祉住環境コーディネータ
ーが、自立・介護のお手伝いとして
のリフォームをケアマネージャーさ
んと相談して施工しています。介護
保険適用認定者の方は、保険より補
助が受けられます。 

項　　目 

人間ドック補助 

ペア宿泊券 

と　　き： 

と こ ろ： 

入 場 料： 

定　　員： 

申込方法： 
　  

申 込 先： 

2006年11月29日（水） 19：00開演 
全労済ソレイユ7階「カトレア」 
無料 

300名（応募者多数の場合は抽選となります） 

官製往復はがきに①住所②氏名（参加する方全員）③年齢④電話番号⑤勤務先をご記入の上11月10日までに 
お申込みください。（電話等での受付はいたしません） 

〒870-0035  大分市中央町4-2-5 全労済ソレイユ6階　財団法人 大分県勤労県民共済会  まで 

対象数 

175名 

225名 

内　　容 No. 

1 

2

大分トリニータ入場券 

優良協力団体の表彰 

 

共済金削減団体 
の救済 

2,000名 

5団体 

2007年度シーズンチケット 

2006年度の増口数の上位5団体 

3 

4 

 

5

契約者またはその家族に対し、
5万円を上限に実費を補助 

指定の施設の1泊2日宿泊券
を進呈 

①2年間の給付率が200％を超えた場合
でも総給付額が100万円以内であれば、
削減しない。 
②割増し掛金を設け、給付金削減団体に
共済金の削減か割増し掛金かを選択し
ていただく。 

病気で入院したとき 
※１日目から 

日 額 
2,000円 

１回につき 
1・2・4万円 

保障内容 20口 

病気で手術したとき 
※手術の種類に応じて 

月払掛金 330円 

日 額 
4,000円 

１回につき 
2・4・8万円 

40口 こんなときお支払いします お支払いの限度 

660円 

一部の手術を除き回数は無
制限 

１回の入院または１共済期
間につき最高180日まで 

①病気の治療を目的として所定の手術をし
たとき（入院日額の5・10・20倍） 

①病気の治療を目的として入院されたとき 
②日帰り入院からお支払いします 

1976年東京生まれ。 
先天性四肢切断の障害をもつ。 
大ベストセラー「五体不満足」の著者。 

スポーツライター 

乙武洋匡 

大ベストセラー著者 

1984年静岡県生まれ。 
NHK「クイズ日本の顔」レギュラー
出演 

フルート奏者 

Yumi

2006年度 文化講演会のご案内 

総合生協がおすすめする協定旅館の（21社） 

抽選で40名様に 
旅行クーポン券進呈!他多数 

往復運賃＋宿泊費＋朝食代 
（おひとり様／大人・小人同額） 
1名～3名  1室利用 

■利用ホテル 
・品川プリンスホテルエグゼクティブタワー 
・ホテルパシフィック東京 
・小田急センチュリーサザンタワー 
・第一ホテル東京シーフォート 
・横浜エクセルホテル東急 他 

（10,000円相当） 

※旅行センター取扱、協定旅館利用に限ります。 

出発日 
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は
、
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ユ
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二
〇
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度
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催
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水
道
局
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、
ゆ
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今
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中

津
支
店
に
接
し
て
建
設
し
、
用
地

に
つ
い
て
は
九
州
労
金
と
共
有
登

記
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
所
解

体
後
の
現
在
は
、
九
州
労
金
の
駐

車
場
と
し
て
無
償
貸
与
し
て
い
ま

す
。
九
州
労
金
か
ら
購
入
の
方
向

で
検
討
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
で
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建築士・福祉住環境コーディネータ
ーが、自立・介護のお手伝いとして
のリフォームをケアマネージャーさ
んと相談して施工しています。介護
保険適用認定者の方は、保険より補
助が受けられます。 

項　　目 

人間ドック補助 

ペア宿泊券 

と　　き： 

と こ ろ： 

入 場 料： 

定　　員： 

申込方法： 
　  

申 込 先： 

2006年11月29日（水） 19：00開演 
全労済ソレイユ7階「カトレア」 
無料 

300名（応募者多数の場合は抽選となります） 

官製往復はがきに①住所②氏名（参加する方全員）③年齢④電話番号⑤勤務先をご記入の上11月10日までに 
お申込みください。（電話等での受付はいたしません） 

〒870-0035  大分市中央町4-2-5 全労済ソレイユ6階　財団法人 大分県勤労県民共済会  まで 

対象数 

175名 

225名 

内　　容 No. 

1 

2

大分トリニータ入場券 

優良協力団体の表彰 

 

共済金削減団体 
の救済 

2,000名 

5団体 

2007年度シーズンチケット 

2006年度の増口数の上位5団体 

3 

4 

 

5

契約者またはその家族に対し、
5万円を上限に実費を補助 

指定の施設の1泊2日宿泊券
を進呈 

①2年間の給付率が200％を超えた場合
でも総給付額が100万円以内であれば、
削減しない。 
②割増し掛金を設け、給付金削減団体に
共済金の削減か割増し掛金かを選択し
ていただく。 

病気で入院したとき 
※１日目から 

日 額 
2,000円 

１回につき 
1・2・4万円 

保障内容 20口 

病気で手術したとき 
※手術の種類に応じて 

月払掛金 330円 

日 額 
4,000円 

１回につき 
2・4・8万円 

40口 こんなときお支払いします お支払いの限度 

660円 

一部の手術を除き回数は無
制限 

１回の入院または１共済期
間につき最高180日まで 

①病気の治療を目的として所定の手術をし
たとき（入院日額の5・10・20倍） 

①病気の治療を目的として入院されたとき 
②日帰り入院からお支払いします 

1976年東京生まれ。 
先天性四肢切断の障害をもつ。 
大ベストセラー「五体不満足」の著者。 

スポーツライター 

乙武洋匡 

大ベストセラー著者 

1984年静岡県生まれ。 
NHK「クイズ日本の顔」レギュラー
出演 

フルート奏者 

Yumi

2006年度 文化講演会のご案内 

総合生協がおすすめする協定旅館の（21社） 

抽選で40名様に 
旅行クーポン券進呈!他多数 

往復運賃＋宿泊費＋朝食代 
（おひとり様／大人・小人同額） 
1名～3名  1室利用 

■利用ホテル 
・品川プリンスホテルエグゼクティブタワー 
・ホテルパシフィック東京 
・小田急センチュリーサザンタワー 
・第一ホテル東京シーフォート 
・横浜エクセルホテル東急 他 

（10,000円相当） 

※旅行センター取扱、協定旅館利用に限ります。 

出発日 
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生
協
連
合
会
役
員
と
県
議
会
各

会
派
代
表
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

９
月
14
日（
木
）大
分
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
16
回
目
の
こ
の
懇
談
会
は
、
県

下
に
大
き
く
前
進
し
て
い
る
生
協

（
42
万
の
組
合
員
）
の
活
動
を
見

て
頂
き
、
生
協
運
動
へ
の
理
解
と

支
持
・
協
力
を
得
る
た
め
、
ま
た
、

生
協
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
聞

く
た
め
に
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

県
議
会
各
会
派
に
呼
び
か
け
で
開

催
し
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
県
議
会
開
催
中
に
関
わ

ら
ず
各
議
員
の
皆
様
は
大
変
お
忙

し
い
中
、
和
田
議
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
自
由
民
主
党
、
社
会
県
民
ク

ラ
ブ
、
県
政
ク
ラ
ブ
、
新
政
み
ら

い
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
、
全

会
派
よ
り
13
名
の
議
員
の
皆
様
の

ご
出
席
い
た
だ
き
、
生
協
連
は
足

立
会
長
は
じ
め
県
連
役
員
13
名
、

コ
ー
プ
お
お
い
た
・
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
お
お
い
た
よ
り
７
名
が
参
加
し
、

貴
重
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
る

中
に
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
懇
談
会
は
先
ず
、
生
協
連
の
足

立
会
長
よ
り
和
田
議
員
を
は
じ
め

各
議
員
さ
ん
へ
懇
談
会
出
席
の
御

礼
を
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
て
、
今

日
の
生
協
活
動
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
県
下
12
生
協
は
、

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
経
済

活
動
、
環
境
問
題
を
含
む
社
会
的

責
任
・
役
割
等
々
の
生
協
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
食
の
安
全
・
安
心
問
題
、

消
費
者
政
策
な
ど
、
食
と
消
費
者

の
権
利
を
守
る
運
動
、
消
費
者
団

体
訴
訟
制
度
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

生
協
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
生
協
が
各
界
、
県
民
の

皆
様
に
支
持
・
共
感
を
得
る
た
め

の
今
後
の
活
動
に
対
し
、
ご
協
力

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

　
次
い
で
、
出
席
議
員
を
代
表
し

て
和
田
議
長
さ
ん
よ
り
、
今
日
の

よ
う
に
大
き
く
な
っ
た
生
協
の
役

割
、
責
任
は
重
く
、
県
民
生
活
の

安
定
と
文
化
の
向
上
に
つ
と
め
る

た
め
に
幅
広
い
活
動
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
、

県
民
生
活
の
向
上
、
食
品
の
表
示

や
残
留
農
薬
な
ど
の
食
の
安
全
・

安
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
生

協
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
議
会

と
し
て
も
県
民
福
祉
の
向
上
と
い

う
意
味
で
は
生
協
と
同
じ
考
え
で

あ
る
。 

　
県
議
会
は
、
こ
う
し
た
食
の
安

全
等
に
県
民
の
期
待
に
応
え
る
活

動
を
す
す
め
る
と
の
力
強
い
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
生
協

と
各
議
員
よ
り
自
己
紹
介
を
い
た

だ
い
て
、
意
見
交
換
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
「
生
協
県
連
の
活
動
概
要
」

を
太
田
専
務
よ
り
報
告
、
コ
ー
プ

お
お
い
た
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お

お
い
た
か
ら
「
安
全
安
心
の
食
品

づ
く
り
、
助
け
合
い
活
動
、
子
育

て
、
環
境
・
福
祉
活
動
、
環
境
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
び
ん
利

用
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
問
題
等
」
の
報
告
が
あ

り
、
食
事
を
し
な
が
ら
話
し
合
い

が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
を
通
じ
、
生
協
に

対
し
て
の
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
の
確
信
を
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
万
歳
三
唱
が
あ
り
、
次
年

度
も
再
会
し
多
い
に
懇
談
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
と
相
互
に
確
認

を
し
て
、
懇
談
会
を
終
了
し
ま
し

た
。 

 

　
９
月
６
日（
水
）「
２
０
０
７
年
度

大
分
県
予
算
編
成
並
び
に
行
政
執

行
に
関
す
る
要
望
」
を
、
県
の
生

活
環
境
部
長
室
で
行
な
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
要
請
活
動
は
毎
年
会
員
生

協
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
要
望
は
、
①

生
活
共
同
組
合
へ
の
支
援
策
の
強

化
、
②
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強

化
、
③
食
品
の
安
全
・
安
心
の
推

進
、
④
介
護
・
福
祉
施
策
の
強
化
、

⑤
医
療
制
度
の
改
善
、
⑥
介
護
・

福
祉
施
策
の
強
化
、
⑦
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
の
調
査
の
７
テ
ー
マ

で
す
。 

　
当
日
は
、
県
生
活
環
境
部
よ
り

宇
都
宮
鉄
男
審
議
監
含
め
４
名
、

生
協
県
連
は
、
足
立
会
長
含
め
12

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
は
、

安
見
参
事
が
司
会
者
と
な
り
、
県

生
協
連
よ
り
足
立
会
長
よ
り
あ
い

さ
つ
、
県
よ
り
宇
都
宮
審
議
監
よ

り
「
生
協
連
の
活
動
は
県
行
政
と

関
心
や
課
題
は
近
く
、
消
費
者
問

題
や
食
の
安
全
・
安
心
問
題
、
災

害
協
定
、
福
祉
や
介
護
に
努
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
」
旨

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
県
、
生
協

連
双
方
よ
り
出
席
者
の
自
己
紹
介

が
あ
っ
た
後
、
足
立
会
長
よ
り
宇

都
宮
審
議
監
に
「
要
望
書
」
を
手

渡
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
太
田
専

務
と
関
係
す
る
生
協
の
専
務
よ
り

各
テ
ー
マ
ご
と
に
詳
し
く
説
明
を

行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
要
望
は
、
消
費
者
団
体

訴
訟
制
度
の
発
足
に
伴
う
体
制
づ

く
り
、
災
害
時
の
緊
急
生
活
物
資

協
定
の
締
結
後
の
取
り
組
み
、
医

療
や
介
護
・
福
祉
、
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
の
調
査
な
ど
重
点
を
絞
っ

て
要
望
し
、
11
月
末
ま
で
に
回
答

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
そ

の
中
で
、
県
連
の
要
望
に
つ
い
て
、

部
独
自
の
各
部
に
関
連
す
る
事
項

が
あ
る
の
で
、
各
部
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
回
答
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
の
日
程 

◆
第
３
回
理
事
会
の
開
催 

２
０
０
６
年
12
月
18
日（
月
） 

10月１日付 
人　事　異　動 

氏　名 

小野　好夫 

園田　英雄 

旧　所　属 新　所　属 

管 理 部 長  

事 業 推 進 部 長  
兼介護サービスセンター所長 管 理 部 長  

事 業 推 進 部 長  
兼介護サービスセンター所長 

　
10
月
５
日
、
理
事
16
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
６
年
度
の
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て
、

①
前
回
理
事
会
以
降
の
主
な
会
議

開
催
状
況
報
告
②
２
０
０
６
年
台

風
13
号
の
災
害
状
況
③
２
０
０
６

年
10
月
１
日
付
人
事
異
動
④
事
業

（
共
済
・
介
護
）
の
進
捗
状
況
⑤

本
部
広
域
労
組
扱
い
団
体
へ
の
未

払
い
手
数
料
の
支
払
い
⑥（
財
）大

分
県
勤
労
者
県
民
共
済
会
か
ら
の

申
し
入
れ
に
対
す
る
対
応
⑦
生
協

法
の
改
正
に
つ
い
て
の
報
告
を
行

い
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

　
協
議
事
項
で
は
、
①
会
議
旅
費

規
程
の
改
定
②
当
面
の
推
進
活
動

計
画
（
共
済
・
介
護
）
③
労
働
者

共
済
事
業
発
足
50
周
年
に
向
け
た

取
り
組
み
④
そ
の
他
に
つ
い
て
の

提
案
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
内
異
動 
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①  

子
供
運
転
　 

②  

育
児 

＝
敬
称
略
＝ 

福
本
　
香
織（
大
分
市
） 

前
田
　
江
美（
佐
伯
市
） 

川
津
　
智
子（
日
田
市
） 

小
仲
　
亜
起（
大
分
市
） 

中
嶋
　
美
穂（
日
田
市
） 

機
関
紙
70
号
の
第
27
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

倉
富
美
千
代（
日
田
市
） 

穂
積
　
由
香（
佐
伯
市
） 

井
上
ト
シ
子（
大
分
市
） 

久
野
　
静
枝（
国
東
市
） 

河
野
　
健
造（
大
分
市
） 

ネット 

成  績 

71,0 

71,8 

71,8 

71,8 

72,0 

72,2 

72,8 

73,6 

73,8 

73,8

HDCP

12,0 

13,2 

25,2 

25,2 

18,0 

16,8 

13,2 

20,4 

7,2 

19,2

グロス 

83 

85 

97 

97 

90 

89 

86 

94 

81 

93

イン 

42 

42 

50 

55 

49 

43 

43 

50 

44 

48

アウト 

41 

43 

47 

42 

41 

46 

43 

44 

37 

45

順　位 

優　勝 

準優勝 

３　位 

４　位 

５　位 

６　位 

７　位 

８　位 

９　位 

10  位 

競技者名 

ネットの部 

グロス 

76 

79 

80

イン 

39 

37 

40

アウト 

37 

42 

40

順　位 

１　位 

２　位 

３　位 

競技者名 

形岡　深志 

佐保　孝治 

三浦　　寛 

成  績 グロスの部 

　
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
15
日（
日
）、
県
労
福

協
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
第
10
回
役
職
員
交

流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
大
分
市
の
「
富

士
見
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
県
下
各
地

か
ら
67
名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
初
心
者
・
ベ
テ
ラ
ン
あ
り
と
珍
プ
レ
ー

と
ハ
イ
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
ホ
ー
ル

で
披
露
さ
れ
親
睦
・
交
流
の
所
期
の
目
的
を
達
成

す
る
中
で
、
熾
烈
な
闘
い
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一

日
で
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ン
パ
金
４
８
、

０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
に
「
大
分

合
同
福
祉
事
業
団
」
に
10
月
18
日
に
寄
付
い
た
し

ま
し
た
。 

県労福協が大分県・大分県労政協会とともに共催しています「第50回
労美展」が「半世紀経ちて新し 労美展」のキャッチフレーズで下記要
領によって開催されます。多くの方の応募をお願いします。 

毎
号
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
ご
紹
介
し
ま
す
、
今
後
と
も

多
く
の
読
者
の
声
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
編
集
部 

 

・
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま

　
す
、
チ
ョ
ッ
ト
し
た
占
い
が
掲

　
載
さ
れ
る
と
楽
し
い
か
も
。 

佐
伯
市
（
女
性
） 

・
い
つ
も
知
ら
な
い
事
業
が
載
っ

　
て
い
て
た
め
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
ク
イ
ズ
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い

　
ま
す
。
　
　
日
田
市
（
女
性
） 

・
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
色
々
の

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
、

　
機
関
紙
を
拝
見
し
、
活
動
内
容

　
が
多
い
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

　
た
。
　
　
　
国
東
市
（
女
性
） 

・
大
変
勉
強
に
な
る
「
労
福
協
」

　
毎
回
隅
ま
で
読
む
よ
う
に
し
て

　
い
ま
す
、
今
後
と
も
末
長
く
よ

　
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

大
分
市
（
女
性
） 

こ
の
他
に
も
ご
意
見
ご
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

形岡さん　  嶋　会長　  舛友さん 形岡さん　  嶋　会長　  舛友さん 

舛友　俊一 

三苫　康彦 

大内　和昭 

後藤　和敏 

園田　英雄 

柴田　武文 

深井　圭二 

加藤　憲二 

日野　正美 

山　　　進 

2007年2月28日（水）～３月４日（日） 

大分県立芸術会館 

絵画、書道、写真、彫刻、工芸、デザイン、イラスト 

2007年1月15日（月）～2月14日（水） 

開催日時 

開催場所 

部　　門 

出品申込 

　
独
立
行
政
法
人
「
国
際
協
力
機

構
」
の
招
き
で
来
日
し
て
い
る
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
医
療
関
係
者
の

中
か
ら
２
名
の
看
護
師
が
９
月
末

に
来
院
し
ま
し
た
。 

　
目
的
は
、
日
本
に
お
け
る
医
療
・

保
健
・
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
学
び
、

そ
の
中
で
看
護
職
の
役
割
を
理
解

し
て
、
自
国
で
の
医
療
・
看
護
の

改
善
に
生
か
そ
う
と
い
う
も
の
で

約
４
か
月
間
、
日
本
で
の
研
修
を

受
け
ま
す
。 

　
大
分
で
は
県
立
看
護
科
学
大
学

で
約
１
ヶ
月
の
研
修
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
１
日
が
大
分
協
和
病
院

で
行
わ
れ
て
い
る
難
病
医
療
に
つ

い
て
の
研
修
に
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
難
病
患
者
さ
ん
の
在

宅
医
療
の
実
態
を
学
ぶ
た
め
に
訪

問
看
護
に
同
行
し
て
、
看
護
技
術

の
研
修
や
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
病
院
で
は
病
棟
に
お
け
る
看
護

を
視
察
し
て
、
夕
刻
か
ら
は
病
院

職
員
と
の
意
見
交
換
会
が
も
た
れ

ま
し
た
。 

　
職
員
か
ら
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
医
療
保
険
制
度
や
看
護
師
の

免
許
制
度
の
こ
と
、
在
宅
医
療
の

様
子
や
家
族
構
成
の
こ
と
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
医
療
費
は
全
額
国
費
な
の
で

負
担
が
無
い
と
い
う
答
え
に
は
出

席
者
か
ら
溜
め
息
が
漏
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
今
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
の

改
定
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

が
見
直
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
率
直
に
感
じ
て
い
る

現
状
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
ず
、
介
護
認
定
の
更
新
時
に

利
用
者
の
要
介
護
度
が
そ
れ
ま
で

よ
り
も
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
要

支
援
や
要
介
護
度
１
と
い
っ
た
方

が
新
し
い
制
度
の
要
支
援
１
や
要

支
援
２
に
認
定
さ
れ
、
予
防
給
付

の
対
象
に
回
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
予
防
給
付
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
回
数
の
制
限
が
加
え
ら
れ
る

な
ど
、
生
活
面
で
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
改
定
前
の
要

支
援
の
場
合
は
６
１
、５
０
０
円

の
限
度
額
の
範
囲
で
利
用
で
き
て

い
ま
し
た
が
、
要
支
援
１
に
な
る

と
４
９
、７
０
０
円
と
な
り
、
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
は
原
則
週
１
回
ま

で
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
利
用
者
の
反
応
は
仕
方
な
い
と

い
う
あ
き
ら
め
が
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
不
安
を
抱

え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
ヘ
ル
パ
ー
の
一
人
は
「
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
一
つ
は
、
わ
ず
か
な
も

の
で
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
た
。

給
付
額
を
切
り
下
げ
る
だ
け
で
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
ま
で
制
限

す
る
の
は
生
活
者
と
し
て
の
視
点

が
欠
け
て
い
る
。
保
険
制
度
の
観

点
か
ら
も
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　前号の紙面で、医療制度改革の論議の中に出てくる「混
合診療」とはどういうことなのかについて説明しました。 
　私たちはこの混合診療に基本的に反対しています。今
回はその理由について簡単に触れます。 
　差額ベッドのように混合診療の幅を広げれば保険外の
診療が含まれていても全額が自己負担にならないので、
その方が便利ではないかという意見があります。これは
一見良さそうに見えますが、そこには次のような重大な
問題が隠されています。 

（１）政府は、財政難を理由に、健康保険で受けられる
診療などの範囲を見直そうとしています。混合診療を認
めることによって、現在健康保険で受けられる治療まで
も「保険外」として保険で受けられる診療の範囲を制限
する可能性があります。 

（２）混合診療が導入された場合、健康保険外の診療の
費用は全額が患者さんの負担で、お金が有るか無いかで
治療の内容が違うことになり、そこに不公平が生じます。 

（３）医療は、患者さんの健康や命という最も大切な財
産を扱うものです。「保険外」として取り扱われる診療
の内容によっては、お金が無いためにその治療が受けら
れずに病気の悪化などを招き、命にかかわることになり
ます。 

　このように混合診療の背景には、大きな問題が潜んで
います。 

　
米
ス
ク
リ
プ
ス
と
大
阪
市
立
大

の
チ
ー
ム
は
、
食
欲
促
進
や
脂
肪

蓄
積
な
ど
の
働
き
が
あ
る
「
グ
レ

リ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
、
ラ
ッ
ト

に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
体
重
増
加

が
ワ
ク
チ
ン
な
し
の
　
　
以
下
と

な
り
、
脂
肪
の
蓄
積
も
少
な
か
っ

た
と
報
告
し
た
。 

　
人
間
に
同
様
の
効
果
と
安
全
性

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
近
い
将
来
、「
や

せ
る
ワ
ク
チ
ン
」
の
出
現
が
期
待

さ
れ
る
。 

1 
3
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祝日は閉店（但し、土・日の場合は営業致します） 

営業時間 

AM10：00～PM7：00 
AM10：00～PM5：00

TEL097-536-6366  FAX097-537-2591 
〒870-0036  大 分 市 寿 町 1 番 3 号  
　　　　　 　九州労働金庫 大分支店 3階 

ご連絡先 

ろうきん  ローンセンターおおいた 
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国道10号 

ジャングル公園 

大分市役所 

大分郵便局

トキハ 
ソレイユ 

オアシスひろば21

←別府方面 佐伯方面→
大分駅 

大
道
陸
橋 

ローンセンターは 
3Fです!!

ろ
う
き
ん 

統
一
テ
ー
マ 

1
期 

間 

2
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト 

3対 

象 

者 

新 

商 

品 

特
別
金
利
住
宅
ロ
ー
ン 

ご
利
用
特
典 

　
二
〇
〇
六
年
度
年
末
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
会
員
・
推
進
機
構
を
基
軸

と
し
た
「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」

の
継
続
・
強
化
を
図
り
、
会
員
・

間
接
構
成
員
の
役
に
立
つ
『
ろ
う

き
ん
』
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、

よ
り
多
く
の
間
接
構
成
員
を
巻
き

込
ん
だ
参
加
型
の
運
動
と
し
て
以

下
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。 

  

　
九
州
ろ
う
き
ん
役
立
ち
宣
言 

  

　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
一
日（
水
）

〜
十
二
月
三
十
日（
土
）ま
で 

  

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
以
下

の
対
象
と
な
る
お
取
引
を
さ
れ
た

方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
一
、〇
〇

〇
名
様
に
一
、〇
〇
〇
円
分
の
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。 

  

●
融
資
商
品 

し
あ
わ
せ
安
心
プ
ラ
ン
・
Ｅ
ｐ
ｉ

カ
ー
ド
・
マ
イ
プ
ラ
ン
・
無
担
保

ロ
ー
ン
の
い
ず
れ
か
を
新
規
ご
契

約
の
方 

●
預
金
商
品 

定
期
性
預
金
（
財
形
・
定
期
・
エ
ー

ス
・
積
立
定
期
）
に
総
額
十
万
円

以
上
の
新
規
ご
契
約
ま
た
は
ご
入

金
い
た
だ
い
た
方
、
も
し
く
は
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
預
金
」
に
新

規
ご
契
約
ま
た
は
ご
入
金
い
た
だ

い
た
方 

※
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  

　
九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
二
〇
〇

六
年
十
月
十
日
よ
り
、
以
下
の
住

宅
ロ
ー
ン
新
商
品
の
取
扱
を
開
始

し
ま
し
た
。
併
せ
て
特
別
金
利
も

設
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
は
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

●
全
期
間
固
定
金
利
型 

　
返
済
期
間
ご
と
（
15
年
以
内
・

20
年
以
内
・
25
年
以
内
）
に
金
利

を
設
定
し
て
お
り
、
最
長
25
年
間

返
済
終
了
ま
で
金
利
が
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

●
上
限
金
利
設
定
型
（
変
動
金
利

タ
イ
プ
） 

　
変
動
金
利
タ
イ
プ
の
住
宅
ロ
ー

ン
で
、
年
２
回
金
利
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
が
、
特
約
期
間
中
（
当

初
十
年
間
）
は
あ
ら
か
じ
め
設
定

し
た
上
限
金
利
を
超
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

●
フ
ラ
ッ
ト
35
セ
ッ
ト
型 

　
住
宅
金
融
公
庫
の
「
フ
ラ
ッ
ト

35
」
に
労
金
住
宅
ロ
ー
ン
（
固
定

金
利
選
択
型
ま
た
は
上
限
金
利
設

定
型
）
を
組
み
合
わ
せ
て
お
借
り

入
れ
い
た
だ
け
ま
す
。 

   

①
新
規
の
お
申
込
み
は
、
融
資
事

務
手
数
料
が
無
料
で
す
。 

②
団
体
信
用
生
命
保
険
付
（
掛
金

は
ろ
う
き
ん
負
担
）
で
す
。 

③
無
担
保
ロ
ー
ン
ご
利
用
時
の
金

利
優
遇
幅
が
２
倍
（
最
大
マ
イ
ナ

ス
0.6
％
）
に
な
り
ま
す
。 

④
エ
コ
住
宅
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住

宅
な
ら
、
当
初
特
約
期
間
は
住
宅

ロ
ー
ン
適
用
金
利
よ
り
、
0.1
％
金

利
を
優
遇
い
た
し
ま
す
。 

⑤
特
約
期
間
終
了
後
の
再
特
約
時

に
は
固
定
金
利
選
択
型
通
常
金
利

よ
り
、
再
特
約
ご
と
に
ず
っ
と
0.4

％
金
利
を
優
遇
い
た
し
ま
す
。（
全

期
間
固
定
金
利
型
は
対
象
外
で
す
。） 

記
載
内
容
に
は
ご
利
用
条
件
等
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
近
く

の
ろ
う
き
ん
ま
た
は
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
例
年
行
っ
て
い
ま
す
「
労
働
者

福
祉
意
見
交
換
会
」
を
９
月
29
日

11
時
か
ら
、
大
分
県
商
工
労
働
部

（
角
野
部
長
以
下
４
名
）
と
県
労

福
協
三
役
を
中
心
と
し
た
６
名
と

の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
会
は
、
角
野
部
長
と

嶋
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て

出
席
者
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、
嶋

　
会
長
か
ら
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
で
の
自

主
福
祉
活
動
と
し
て
計
画
し
た
い
、

窓
口
を
商
工
労
働
部
と
し
て
県
の

指
導
を
要
請
、
馬
場
事
務
局
長
か

ら
は
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
。 

　
県
民
共
済
会
・
亀
山
哲
理
事
長
、

県
生
協
連
・
足
立
勇
一
会
長
、
九

州
労
金
・
南
征
一
郎
大
分
県
本
部

長
か
ら
は
事
業
に
関
連
し
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
角
野
部
長
は
「
勤
労
者
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
壮
大
な
計
画
で
あ
り
、

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
県
と

し
て
対
応
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
」
と
話
さ
れ
、
事
業

団
体
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
担

当
課
で
の
対
応
、
調
査
協
議
を
行

う
こ
と
で
意
見
交
換
会
を
終
了
し

ま
し
た
。 

              

  

　
県
労
福
協
は
、
労
働
者
福
祉
に

関
わ
る
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け

た
要
請
を
、
９
月
29
日
11
時
か
ら

「
労
働
者
福
祉
意
見
交
換
会
」
の

前
段
に
県
庁
会
議
室
で
行
い
ま
し

た
。 

　
こ
の
要
請
行
動
は
、
県
労
福
協

三
役
を
中
心
に
６
名
で
対
応
し
、

嶋
　
会
長
が
要
請
書
を
手
交
、
そ

し
て
馬
場
事
務
局
長
よ
り
要
請
趣

旨
の
説
明
と
11
月
末
ま
で
に
文
書

に
よ
る
回
答
を
求
め
ま
し
た
。 

　
県
側
は
商
工
労
働
部
長
・
労
政

能
力
開
発
課
長
・
参
事
・
担
当
の

４
名
で
対
応
さ
れ
、
角
野
部
長
か

ら
は
「
11
月
中
に
関
係
各
部
の
回

答
を
取
り
ま
と
め
文
書
で
回
答
す

る
」
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
要
請
内
容
の
主
な
も
の
は
「
お

お
い
た
労
福
協
第
70
号
」（
９
月

１
日
発
行
）
に
て
紹
介
を
し
て
い

ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

    

●
日
　
時 

　
11
月
14
日（
火
） 

　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分 

●
場
　
所 

　
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ
７
Ｆ 

　
「
カ
ト
レ
ア
」 

●
日
程
概
要 

・
基
調
講
演 

　
演
題
「
医
療
制
度
改
革
」
に
つ

　
い
て 

　
大
分
県
福
祉
保
健
部
国
保
室 

　
医
療
・
老
人
保
健
班 榎

本 

孝
氏 

・
活
動
報
告 

・
テ
ー
マ 

　
全
労
済
大
分
県
本
部
の
現
状
と

　
課
題 

・
報
告
者 

　
全
労
済
大
分
県
本
部 

専
務
　
川
辺 

修
氏 


